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本提案の趣旨

第8期では「個人に宿る品質力を引っ張り上げる『品質のハンカチモデル』と、
それが「組織や開発現場の品質文化を醸成していく好循環ループとなる『品質文化
醸成モデル』を提唱し、品質保証部門の優位性を説明しました。

現在、事業環境の急激な変化による要求品質の多様化や組織改革が急速に
起こり、高品質力人財の育成が急務となっています。

従来の伝統的なQAの育成はベテランQAとともに長い時間をかけて経験を積み
重ねるものですが、ベテランQAが「経験」から会得した知見を後進に効率的に伝承
することで短期に品質力を育成できると考えました。

今回は収集した経験伝承事例より

パターンなどを用いた「品質力伝承プラクティス」を提案します。
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Ⅰ前期（第8期）の活動ふりかえり
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第8期の活動ふりかえり①

■品質力の定義とハンカチモデル

「品質のハンカチモデル」

品質力をひっぱりあげることで高品質力人財が育ち、好循環ループの

形成により、事業環境の変化に追従し発展し続ける組織となる

Ⅰ
品質力 知識 経験

研ぎ澄まされた

五感
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第8期の活動ふりかえり②

■品質保証部門による高品質力人財の育成

品質監査
品質評価
リリース判定
振り返り会議
品質教育
情報提供
火消し

実践

経験知識

プロ人財
スキル

教育 QA部門

気付き
研ぎ澄まされる

５感

開発現場

多くの気付きの機会と実践で研ぎ澄まされた５感(センス)が
品質力を増し、プロ人財スキルをさらに発揮させる（好循環）

多くの現場を知る立場にあり、より多くの気付きを得ることができる。

Ⅰ
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第8期の活動ふりかえり③

■開発現場での高品質力人財の育成

品質監査
品質評価
リリース判定
振り返り会議
品質教育
情報提供
火消し

品質保証部門

気付き

あるべき姿

実践

経験知識

プロ人財
スキル

実際の姿

開発現場

発揮 醸成

品質保証部門が密な係わりを持つことにより、開発現場に“気付き”を与えられる。

気付きによって良い経験の蓄積と正しい知識の学習が促され
品質力が増し、プロ人財スキルが醸成される（好循環）

Ⅰ
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Ⅱ求められるＱＡの需要変化と課題
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２つの外的環境の『変化』による

求められるＱＡの需要変化と課題Ⅱ

緊急
課題

伝統技術を守りながらも事業環境の変化に追従
できるQAの短期育成

現状
専門知識と業務経験をあわせ持つベテランQA
（匠/職人）は育成に時間がかかる

IoTやAIの技術普及により
あらゆるモノにソフトウェアが活用さ
れ、求められる品質は急激に多
様化。

変化

① 要求品質の多様化 組織変更・異動・転職

会社は事業環境のめまぐるしい
変化への俊敏な対応、社員は自
分らしい働き方のため、組織は短
期間に変化。

変化

②
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Ⅲ高品質力人財の短期育成方法
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「アーリーアダプター」を人選！
品証(QA)部門に求められる要求変化は
著しいため、「変化」に対応しやすく、集団に
影響を与えられるアーリーアダプターを人選
することも大切！

■ 人選基準はあるのか？

「品証(QA)」部門を育成！
開発現場(組織)には「高品質力人財」によ
る8期で定義した「品質文化醸成モデル」にて
組織育成が成されるため、まずは品証(QA)

部門を育成する

■どの役割の人物がよいか？

QA 開発

QA ◎ △
開発 〇 △

教える側

教
わ
る
側

Ⅲ 高品質力人財の短期育成方法

誰を育成するかターゲッティングを明確にする
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(※1) E.M. Rogers,青池愼一・宇野善康,イノベーション普及学,1990年,産能大学出版部

前提条件
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高品質力人財の短期育成方法

従
来

本
提
案
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Ⅲ

形式知化 形式知を元に
自分で学ぶ経験

自分で学ぶ経験

時間された経験

0年 N年

ベテランQAの経験を形式知化により、後進は
知識として高品質人財の経験を得てから経験をする

本提案

後進
QA

時間後進QAが従来よりも短期で育成される！

ベテラン
QA

経験の
形式知化
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高品質力人財の短期育成方法

従
来

本
提
案
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Ⅲ

形式知化
時間された経験

0年 N年

後進
QA

時間後進QAが従来よりも短期で育成される！

ベテラン
QA

「レビュー」のスキルを育成する場合例えば

① 公式レビューへの参加

② レビュー能力の高い人の指摘事項を目で学ぶ

①『レビューガイドライン』

にて心得の継承

② レビュー手法を適用

①『レビューガイドライン』

による明示化

② レビュー手法のまとめ
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Ⅳパターン(形式知)を用いた伝承
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成果発表会にて
詳細を発表させて
いただきます！
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